
 

 

 

 

 熊本市消防局が今月公表した「火

災統計」の速報値では、2012年の火

災発生件数は、前年に比べマイナス

42件、24.1％の減少でした。 

1984 年からの 29 年間で、1989 年

（129 件）に次ぎ、2 番目に少ない

件数です。 

 内容別には、建物火災が前年比26

件減少したことが、全体の発生件数

減に貢献しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 京都市消防等、消防体制の拡充等

の予防に力を入れている所では火災

の発生数も少なく、本市においても

さらなる予防の拡充が求められます。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅用火災警報器の普及を 

 火災件数が大幅に減った要因とし

ては、IH 機器の普及やオール電化

などの生活様式の変化、ガス機器の

安全対策の向上などに加え、住宅用

火災警報器の普及もあげられていま

す。  

未設置住宅 

への普及啓 

発も必要で 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の時代に対応した啓発を 

 死者 5 人のうち 3 人、負傷者 29

人のうち14人が65歳以上の高齢者。 

 原因別では、たばこ・天ぷら油・

ストーブなど、身近なところにある

ものが上位の中に 

入り、3分の1を 

占めています。 

 

 高齢化の時代に即した予防策、さ

らなる啓発が求められます。 
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控
室
か
ら
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四
年
ぶ
り
の
お
雑
煮 

 

益
田
牧
子 

今
年
の
元
旦
、
南
熊
本
の
生
活
相
談
所
で
は
、
後
援
会
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
お
屠
蘇
を
い
た
だ
き
、
雑
煮
を
食
べ
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
の
Ａ
さ
ん
は
、
八
王
寺
か
ら
タ
ク
シ
ー
で

1

番
の

り
の
参
加
で
し
た
。
聞
く
と
、
連
れ
合
い
を
亡
く
し
て
か
ら
、

雑
煮
を
作
っ
て
お
ら
ず
、
四
年
ぶ
り
の
雑
煮
と
の
こ
と
。
作
っ

て
く
れ
た
の
は
、
事
務
所
の
炊
き
出
し
を
引
き
受
け
て
く
れ
て

い
る
早
瀬
さ
ん
と
、
後
援
会
長
の
藤
本
さ
ん
。
三
々
五
々
に
、

集
ま
り
、
私
の
連
れ
合
い
や
帰
省
し
た
長
男
ま
で
加
わ
り
、
雑

煮
会
は
、
お
昼
ま
で
続
き
ま
し
た
。
私
の
元
気
の
素
は
、
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
。
お
い
し
い
雑
煮
を
食
べ
、
今
年
も

良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。 

一
月
二
〇
日
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」
で
は
、
元
料
理
人
の
巻

寿
司
、
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど
手
作
り
の
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
交

流
を
深
め
ま
す
。
参
加
費
は
千
円
、
午
前
十
時
か
ら
、
春
竹
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
一
部
は
、「
憲
法
九
条

と
原
発
ゼ
ロ
」
と
題
し
た
寺
内
大
介
弁
護
士
の
講
演
。
午
後
か

ら
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
、
民
謡
、
手
話
ダ
ン
ス
な
ど
も
あ
り
、

「
た
め
に
な
り
元
気
の
出
る
つ
ど
い
に
し
よ
う
」
と
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

2012年の火災発生件数が大幅減少、さらなる予防行政の充実を！ 
火災発生件数は年間 132件で、昨年比マイナス 42件 

29年間で低い方から 2番目 
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【火災種別発生件数（上位3種）】 

種別 件数 前年数 増減 

① 建物 89件 115件 －26 

② 車両 16件  23件 －７ 

③ 林野  1件  2件 －１ 
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共
産
党 

自
民
党 

市
民
連
合 

く
ま
も
と
未
来 

公
明
党 

自
由
ク 

日
本
教
育 

2012年度一般会計補正予算（※詳細は右の討論） ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

中小企業振興基本条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 

北朝鮮のミサイル発射に抗議する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

徳育の教科化を求める意見書（※詳細は右の討論） ● ○ ● ○ ● ○ ○ 

消費税増税の実施中止を求める請願 ○ ● ● ● ● ● ● 

産業文化会館の再開を求める請願 ○ ● ● ● ● ● ● 

桜町再開発事業への熊本市の参加中止を求める請願 ○ ● ● ● ● ● ● 

年金の引き下げを中止し消費税によらず拡充を求める請願 ○ ● ● ● ● ● ● 

住宅リフォーム助成事業の創設を求める請願 ○ ● ● ● ● ● ● 

工場騒音に規制の措置を求める請願 ○ ● ○ ● ● ● ○ 

１２月市議会での主な議案や請願に対する賛否  ○賛成 ●反対 

○…賛成 ●…反対  

※市民連合：民主党・社民党・無所属の議員で構成する会派です。 

１２月２５日、１２月議会が閉会しました。最終日の本会議では、

補正予算や徳育に関する意見書への反対討論、産文会館の再開を求

める請願について質疑を行いました。 

熊本市の経済を支える中小零細企業。この間、超党派での研究会が開かれ、中小企

業同友会などの意見も聞きながら、条例案がまとめられました。１２月議会で条例を

可決。地域経済の振興にむけ、具体的な中小零細企業への支援策が求められます。 

昨年１２月の北朝鮮によるロケット発射に

対して、市議会では、厳しい抗議と国際社会の

一致結束した対応を求めた意見書を全会一致

で決議しました。 

 

補正予算についての討論で

は、① 経済対策の予算が不

十分であり、遅れている市営

住宅の修繕や改修を進め、住

環境の整備とともに地元業

者の仕事につながる対策の

拡充を図ること。② 豪雨水

害被災者に対する市独自の

支援の強化。③ ごみ収集業

務については、ゴミ減量の

啓発・指導や災害時での迅

速な対応など直営での取り

組みを評価し、安易な民間

委託を見直すこと。④ 住宅

リフォーム助成の創設など

を求めました。 

自民党市議団から提案され

た「徳育の教科化を求める意見

書」について、上野みえこ議員

が問題点を指摘し、反対討論を

行いました。 

討論では、かつて安倍内閣の

もとで教育基本法の見直しが

検討された際、現行の「道徳の

時間」を「徳育」として「教科

化」することにより、国が検定

する教科書などで、特定の価値

観を子どもに押し付けること

が狙われ、憲法が保障する「思

想・良心の自由」に真っ向から

反するものであったことを指

摘。 

市民道徳の教育は、憲法に

もとづく基本的人権の尊重を

中心に、自主的にすすめるべ

きであり、特定の価値観をお

しつける「徳育の教科化」は

行うべきではないと指摘しま

した。 

 また、いじめや非行を改善

するためには、孤独やストレ

スを生みだしている過度な競

争主義を改めることこそ必要

であると述べました。 

日本共産党 市議会だより 2013年 1月 13日 


